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長谷地区の自治会等に関するアンケート調査 結果報告 

持続可能な地域づくりのための課題把握と解決の方向性指標 

令和８年２月 

 

 

報告の要点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.持続性の危機 ２.見直しへの合意 ３.支援の必要性
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回答者の過半数が６５歳以上 

 

 

　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役員経験者の感想、適正な役員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4% 2.5%
4.3%

6.5%

9.9%

14.1%

7.2%
21.7%

29.5%

0.7%

年齢階層別占有率
中学生

20歳未満

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～64歳

65歳～74歳

75歳以上

無回答
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役員選任受託意向と理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題や活動・会議の問題点 
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必要な対応策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会の最優先活動、活動継続のための市の支援 
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自治会の統合・再編は必要か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住継続意向 

 

 

　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.4%

28.6%

1.3%

7.8%

居住継続意向別占有率

住み続けたい
どちらかといえば住み続けたい
一旦は離れ将来的には戻ってきて住み続けたい
住み続けたいが難しい
どちらかといえば住み続けたくない
住み続けたくない
わからない
無回答
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区民の声：将来への不安と、見直していくことへの希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長谷地区の自治会が直面する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区費の集金を口座振替にして欲しい。

回覧板や集金などは手間が掛かるの

で他の方法に変え廃止して欲しい。

集金は負担に感じる人もいるので、

るので、もうやめて欲しい。

見直しを進めて貰いたい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１担い手の枯渇 ２.組織の肥大化 ３.過剰な業務

毎年、何かしら役員をさせられてい
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長谷地区の新しい自治会のカタチを話し合おう【短期】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長谷地区の新しい自治会のカタチへ移行しよう【中長期】 
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まずは、少しずつ見直してみましょう  

 

各区には、アンケート結果を踏まえて、区の組織や役員数、区の事業等につ

いて、見直しの検討を進めていただくようにお願いしています。 

まずは、話し合って「やってみる」ことが肝心です。やってみないと見えて

こないこと、解らないこともあります。やってみて、検証して、だめだったと

ころは、また少しずつ見直して、より良い区の体制に形に整えていきましょう。  

 

やるのは「私」そして「今」 、始めてみましょう 

  

見直しがアンケート結果の意向のように進んでいないのは、他人事として区

役員や誰かがやってくれるだろうとまかせたり、先延ばしたり、話し合いの場

や協議の時間がないということかもしれません。 

見直しすべき時期は、まだ先ではなくすでに来ています。 

簡単に１～２年で出来ることでもありませんから、これ以上、先延ばしせず、

「今」見直しに着手しませんか。 

ぜひ、みんなで話し合いましょう。  

 

伊那市長谷総合支所


